
＜ 表紙 ＞ 第20回遠野市民芸術祭
　　　芸術文化体験コーナー 箏体験
　11月１日(土)から３日(月・祝)まで、遠野市

民センターなどを会場に第20回遠野市民芸術

祭が開催されました。今年も舞台発表会、総合

展示会、合同茶会、菊花展が一同に行われ、さま

ざまな芸術文化に触れることができる３日間

となりました。会場内には、芸術文化に親しめ

るよう、華道、茶道、楽器、文芸の体験コーナー

が設けられ、子どもから大人まで幅広い層の参

加者が楽しんでいる様子が見られました。
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Topics

　中高生海外派遣交流事業は、次代を担う中高
生が海外での異文化体験を通してグローバルな
視野と感覚を醸成するとともに、国際理解や国
際交流への関心を高め、国際化に対応する人材
の育成を目的として実施しています。
　今年度は遠野市内の学校から選ばれた中学生
６名と高校生４名が令和８年１月６日から１月
14 日までの９日間の旅程で姉妹都市アメリカ
合衆国のテネシー州・チャタヌーガ市へ派遣さ
れます。現地では、学校、市役所、民間企業、
環境保全団体、老人ホーム、幼児施設などを訪
れ、さまざまな年代の市民と交流します。
　派遣生は全７回の事前研修を通して、国際交
流員との実践的な英会話、海外旅行で必要な基
礎知識、チャタヌーガ市やふるさと遠野につい
ての学習などを行い、派遣に向けて準備を進め
ています。

中高生海外派遣交流事業　事前研修

（上）派遣生および引率OBOGと交流した、第２回事前研修　
（左下）国際交流員のWillow さんによる英会話講座
（右下）遠野を紹介するプレゼンテーションの準備

介
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概
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﹇Feld

1982:30

﹈。
悲

し
み
の
あ
ま
り
鳥
に
な
っ
た
少
年
の
伝

説
は
、
そ
の
社
会
が
共
存
す
る
自
然
の

知
恵
に
基
づ
き
な
が
ら
、
死
生
観
の
物

物
を
与
え
ら
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インコを飼うバヌアツの少年
(2023 年、著者撮影 )

ルーマニアのムンテニア地方の夏祭りで
伝統衣装を着るジプシーの少女

(2024 年、著者撮影 )
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ご
寄
附
に
つ
い
て

　
遠
野
市
教
育
文
化
振
興
財
団
は
、

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄

附
金
に
よ
り
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
頂
戴
し
た
寄
附
金
は
、
寄
附

者
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、
遠
野
市

の
教
育
活
動
、
文
化
活
動
ほ
か
市
民

の
た
め
の
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

　
寄
附
は
、
個
人
・
法
人
問
わ
ず
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■日　　時　11月23日（日）　14:00～（13:30開場）
■場　　所　遠野市民センター　大ホール
■入  場  料　一般1,000円
　　　　　　高校生以下600円（未就学児無料）
　　　　　　※いずれも当日200円増
■特別出演　横

よこうちくにひろ

内国弘氏（バレエダンサー）
■主　　催　遠野市民センターバレエスタジオ父母の会
　　　　　　遠野市、遠野市教育委員会
■協　　力　公益財団法人スターダンサーズ・バレエ団
■プレイガイド　とぴあ、みやもりホール、
　　　　　　　　遠野市民センター、
　　　　　　　　（一財）遠野市教育文化振興財団

■日　　時　12月７日（日）　14:00～（13:30開場）
■場　　所　みやもりホール
■入  場  料　一般300円
　　　　　　高校生以下200円（未就学児無料）
　　　　　　※いずれも当日100円増
■ゲ  ス  ト　千

せんごく

石史
ふ み こ

子氏（ソプラノ）
　　　　　　菅

すがわら

原紀
の り こ

子氏（ピアノ）
■主　　催　遠野少年少女合唱隊父母会
　　　　　　遠野市、遠野市教育委員会
■プレイガイド　とぴあ、みやもりホール、
　　　　　　　　遠野市民センター、
　　　　　　　　（一財）遠野市教育文化振興財団

　市内小中学校の児童・生徒の「わたしの町のたからもの」
をテーマにした作品を展示します。
■期　　間　11月17日（月）～30日（日）
■時　　間　９:00～17:15　※最終日は正午まで
■場　　所　遠野市役所本庁舎　市民ホール
■主　　催　遠野ユネスコ協会
■共　　催　遠野市教育委員会、
　　　　　　（一財）遠野市教育文化振興財団

第24回
「絵で伝えよう！わたしの町の
たからもの」絵画展

一　　　般　1,000円（当日1,200円）

高校生以下　 600円（当日 800円）
　　　　　　　　　 ※未就学児は無料です。

主　　　催／遠野市民センターバレエスタジオ父母の会、遠野市、遠野市教育委員会
協　　　力／公益財団法人スターダンサーズ・バレエ団
プレイガイド／とぴあ、みやもりホール、遠野市民センター、遠野市教育文化振興財団
主管・お問い合わせ／一般財団法人遠野市教育文化振興財団 TEL 0198-62-6191

開演／午後2時（開場  午後1時30分）

遠野市民センター大ホール
全 席 自 由《特別出演》横 内  国 弘

第　　　回

発表会

遠野市民センター
バレエスタジオ

日
第１部 小品集
第２部 ～くるみ割り人形第２部より～
　　 ディベルティスマン

11月23日
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令和７年 11月以降のおしらせInformation

@486merpdtono.e.c.f @tonoecf

https://www.tono-ecf.or.jp0198-62-6191
まで一般財団法人遠野市教育文化振興財団

申込み・問合せは市民の舞台遠野物語ファンタジー
第 51回公演に向け活動中！
キャスト・スタッフ募集中です。

興味のある方はお気軽にご連絡ください。


